
　
大
阪
紙
製
品
工
業
会
（
黒
田

章
裕
会
長
）
の
第
76
回
定
時
総

会
が
、
4
月
15
日
午
後
３
時
30

分
か
ら
富
山
県
・
宇
奈
月
温
泉

の
「
延
楽
」
で
開
催
、
上
程
諸

議
案
を
全
て
原
案
通
り
承
認
可

決
し
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
で
は
、
黒
田
会
長
が
留
任

し
た
ほ
か
、
志
方
弘
嗣
常
任
理

事
が
副
会
長
、
杉
浦
正
樹
理
事

が
常
任
理
事
に
昇
任
、
ま
た
、

井
村
優
氏
が
理
事
、
村
田
健
氏

が
会
員
、
井
村
守
宏
氏
が
顧
問

に
そ
れ
ぞ
れ
新
任
し
た
。

　
当
日
は
、
寺
村
聖
一
専
務
理

事
の
司
会
で
進
め
、
会
員
10
人

の
う
ち
本
人
出
席
９
人
、
委
任

状
出
席
１
人
の
全
員
出
席
で
総

会
が
成
立
す
る
こ
と
を
宣
言
し

た
後
、
黒
田
会
長
が
多
数
の
出

席
と
日
頃
の
協
力
を
感
謝
し
な

が
ら
、
大
要
次
の
よ
う
に
挨
拶

し
た
。

　「
従
来
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
型

の
組
織
か
ら
、
全
階
層
が
横
一

線
で
社
会
と
つ
な
が
る
よ
う
な

在
り
方
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ

る
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
現

場
に
最
も
近
い
人
々
と
ト
ッ
プ

が
一
体
と
な
り
、
企
業
全
体
が

社
会
課
題
に
向
き
合
っ
て
い
く

構
造
が
求
め
ら
れ
る
。

　
も
の
づ
く
り
の
分
野
に
お
い

て
、
日
本
は
依
然
と
し
て
高
い

実
行
力
を
有
し
て
い
る
が
、
今

後
は
「
見
つ
け
る
力
」、
す
な

わ
ち
困
難
な
課
題
や
顕
在
化
し

て
い
な
い
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
そ

こ
に
取
り
組
む
力
が
重
要
に
な

る
。弊
社
で
は
全
社
員
に
対
し
、

『
自
分
が
社
会
課
題
に
対
し
て

何
を
し
た
い
か
』
を
宣
言
す
る

“
ヨ
コ
ク
”
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
将
来
の
行
動
に
つ
な

が
る
意
志
表
明
で
あ
り
、
た
と

え
実
現
が
困
難
で
あ
っ
て
も
、

夢
や
視
野
を
持
つ
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
社
員

の
中
に
は
『
宇
宙
で
カ
ウ
ネ
ッ

ト
を
展
開
し
た
い
』
と
い
っ
た

大
胆
な
ア
イ
デ
ア
も
あ
り
、
そ

う
し
た
発
想
が
次
代
の
ヒ
ン
ト

に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
市
場
は
変
化
し
、
従
来
の

『
量
』『
価
格
』『
ス
ピ
ー
ド
』

重
視
の
競
争
で
は
対
応
し
き
れ

な
い
時
代
が
来
て
い
る
。
企
業

に
と
っ
て
は
、
見
つ
け
に
く

く
、
成
果
が
す
ぐ
に
見
え
に
く

い
テ
ー
マ
に
対
し
、
社
員
の
能

力
と
努
力
を
ど
の
よ
う
に
投
じ

る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
現
場

に
最
も
近
い
人
た
ち
と
同
じ
感

性
を
共
有
し
な
が
ら
経
営
す
る

こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
企
業
に

求
め
ら
れ
る
姿
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
変
革
の
時
代
に

あ
っ
て
、
４
月
13
日
に
開
幕
し

た
大
阪
・
関
西
万
博
は
、
大
き

な
節
目
で
あ
り
象
徴
的
な
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
。『
い
の
ち
輝
く

未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
』
の

テ
ー
マ
の
も
と
、
展
示
さ
れ
て

い
る
“
拍
動
す
る
心
臓
”
の
よ

う
に
、
生
命
や
未
来
社
会
を
支

え
る
新
た
な
ア
イ
デ
ア
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
。
我
々
の
業

界
も
、
こ
の
万
博
を
一
つ
の
契

機
と
し
、
社
会
に
貢
献
で
き
る

企
業
、
役
に
立
つ
存
在
と
し
て

進
化
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
本
定
時
総
会
は
、
76
回
目
を

数
え
る
が
、
ま
さ
に
次
代
に
向

け
た
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
る
。

団
体
と
し
て
も
、
変
わ
り
ゆ
く

社
会
に
お
い
て
会
員
企
業
が
新

し
い
価
値
を
創
出
で
き
る
よ

う
、
共
に
歩
み
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
こ
の
後
、
議
事
録
署
名
人
に

富
田
浩
崇
理
事
と
鴨
谷
仁
理
事

を
指
名
し
た
。

　
議
案
に
つ
い
て
は
、
全
て
事

務
局
の
寺
村
専
務
理
事
よ
り
説

明
、
第
１
号
議
案
の
令
和
６
年

度
事
業
報
告
書
承
認
の
件
で

は
、
最
重
要
目
標
の
会
員
拡
大

と
増
強
、
組
織
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
だ
ほ
か
、
定
例
会
、
福

利
厚
生
活
動
（
歩
こ
う
会
、
Ｏ

Ｐ
Ｐ
Ａ
会
）、
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

Ｅ
協
議
会
へ
の
積
極
的
な
取
り

組
み
の
他
、
全
日
本
紙
製
品
工

業
組
合
へ
の
運
営
貢
献
、
特
別

会
員
と
の
交
流
、
日
本
封
筒

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
会
、

大
阪
フ
ァ
イ
ル
・
バ
イ
ン
ダ
ー

協
会
、
関
西
ノ
ー
ト
協
議
会
な

ど
多
面
的
な
活

動
、
近
畿
地
区

各
文
協
フ
ェ
ア

へ
の
協
力
、
大

阪
文
紙
会
館
行

事
へ
の
参
加
、

関
係
諸
団
体
等

へ
の
会
議
・
行

事
へ
の
積
極
的

な
参
加
な
ど
、

事
業
活
動
の
概

況
及
び
主
要
事

業
に
つ
い
て
詳

細
に
説
明
。

　
こ
れ
ら
事
業

に
伴
う
第
２
号

議
案
の
令
和
６

年
度
収
支
決
算

報
告
、
及
び
繰

越
金
処
分
案

と
、
監
査
報
告
を
行
っ
て
承
認

可
決
。

　
第
３
号
議
案
の
令
和
７
年
度

事
業
計
画
案
で
は
、
前
年
度
を

踏
襲
し
た
内
容
で
、
①
大
阪
紙

製
品
工
業
会
の
活
性
化
推
進
②

紙
製
品
産
業
へ
の
振
興
③
情
報

化
へ
の
対
応
④
国
際
化
へ
の
対

応
⑤
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み

⑥
技
術
革
新
へ
の
対
応
⑦
流
通

近
代
化
へ
の
対
応
⑧
人
材
の
育

成
⑨
文
具
・
紙
製
品
見
本
市
へ

の
積
極
的
参
画
の
９
項
目
を
掲

げ
、
こ
れ
ら
事
業
遂
行
に
伴
う

第
４
号
議
案
の
事
業
予
算
案
で

は
、
１
７
１
５
万
余
円
を
計
上

し
て
承
認
可
決
し
た
。

　
な
お
、
歩
こ
う
会
が
３
０
０

回
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
７
月

15
日
に
記
念
の
祝
宴
を
計
画
し

て
い
る
こ
と
も
発
表
し
た
。

　
第
５
号
議
案
の
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
は
、
黒
田
会
長

以
下
次
の
よ
う
に
決
め
た
。

　
会
長
　
黒
田
章
裕（
コ
ク
ヨ
）

　
副
会
長
　
西
川
雅
夫
（
セ

キ
セ
イ
）、
志
方
弘
嗣
（
ダ
イ

ゴ
ー
）・
新

　
常
任
理
事
　
白
石
元
宏
（
フ

ジ
ッ
ク
ス
）、
杉
浦
正
樹
（
羽

車
）・
新

　
理
事
　
笹
川
正
裕
（
サ
サ
ガ

ワ
）、
富
田
浩
崇
（
ト
ミ
ー
）、

鴨
谷
仁
（
コ
ー
キ
封
筒
）、
角

坂
靖
夫
（
日
本
ノ
ー
ト
）、
井

村
優
（
イ
ム
ラ
）・
新

　
会
員
　
村
田
健
（
コ
ク
ヨ
）・

新　
専
務
理
事
　
寺
村
聖
一
（
事

務
局
）

　
顧
問
　
鴨
谷
清
三
（
コ
ー
キ

封
筒
）、井
村
守
宏
（
イ
ム
ラ
）・

新　
小
憩
後
、
午
後
６
時
か
ら
会

員
及
び
会
員
夫
人
、
特
別
会
員

な
ど
24
人
が
参
加
し
て
懇
親
宴

を
開
催
。

　
開
宴
に
先
立
ち
、
西
川
副
会

長
が
会
員
夫
人
の
内
助
の
功
、

特
別
会
員
の
支
援
、
協
力
を
感

謝
し
な
が
ら
、「
厳
し
い
環
境

下
で
は
あ
る
が
、
大
阪
・
関
西

万
博
で
、
世
界
の
人
達
に
文
具

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
な
の

で
、
各
位
も
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
し
、
会
員
と

特
別
会
員
の
さ
ら
な
る
絆
を
強

め
た
い
」
と
開
宴
挨
拶
、
特
別

会
員
の
日
本
紙
通
商
・
安
西
信

之
取
締
役
関
西
支
社
長
の
乾
杯

の
音
頭
で
開
宴
し
た
。

　
宴
中
、
初
参
加
の
６
人
の
紹

介
も
あ
り
、
賑
や
か
に
歓
談
、

親
睦
を
深
め
た
。

　
な
お
、
一
行
は
14
日
は
Ｊ
Ｒ

大
阪
駅
に
集
合
、
富
山
に
向

か
っ
た
。

　
昼
食
は
、
富
山
市
の
老
舗
料

亭
「
磯
料
理
　
松
月
」
で
の
白

エ
ビ
尽
く
し
の
会
席
料
理
を
楽

し
ん
だ
。
こ
の
後
、
富
山
ガ
ラ

ス
美
術
館
の
見
学
を
行
い
、
宇

奈
月
温
泉
に
投
宿
し
た
。

　
翌
日
は
、
観
光
組
と
ゴ
ル
フ

組
に
分
か
れ
、
観
光
組
は
、
昼

食
で
は
氷
見
牛
ス
テ
ー
キ
や
雨

晴
海
岸
か
ら
望
む
雄
大
な
立
山

連
峰
の
絶
景
な
ど
を
楽
し
ん

だ
。

　
ゴ
ル
フ
組
は
、
呉
羽
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
12
人
が
参
加
し

て
第
１
５
８
回
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ
会
を

開
催
、石
川
政
広
氏（
リ
ン
テ
ッ

ク
）
が
優
勝
し
た
。

大紙工総会

志
方
弘
嗣
氏
が
副
会
長

杉
浦
正
樹
氏
が
常
任
理
事
に

大紙工総会懇親会での記念撮影

挨
拶
す
る
黒
田
会
長

大
紙
工
メ
ン
バ
ー

ダ
イ
ゴ
ー

羽
車


